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論'文 内 容 の 要 旨`
(D本 研究 は第14。15世 紀以降、第16世 紀 にかけて、 ドイツ各地 にみ とめ られる 「 ドイツ
語堂 校 」の成立 な らびにその発展を主 として制度的側面か ら考察 することを目的 としている。
ことに申世末期、 ドイツ各地の急進的諸都市 に冷いて 「下 か ら」(vonunten⊃ の教育
'要 求勘 て 成立 した世俗的 。私的友教育機関と しての基本的性格 をもつ ドイツ語単校 が、宗
教改革以隆 薪たに「上か ら」(vonObenL加 え られた教育意図に よって、宗教的(宗 派
的}。 國家的教育機関へ と質的に変容 」 これ とともに量的 に屯拡大 してい く過程 にみ とめ ら
れ る諸特性 を、 当職 各地 で公布 された多 ぐの法令 な らびにその実施過程の分析 ・検討を通 じ
て、実証的に解 明する ことに:重点 が置かれている。 もっとも、 ドイツ語学校 の成立な撫 その変
容の過程は、個 々の都市 もしぐは領邦国家 とい う員体的環境 のもとで、それぞれ個性的 なもの
とな って冷 り、 これ らを一律 にシー一マ化 して論 じることは困難で ある。
それ故、本論:文に澄い ては、 い ぐつ かの地域 に関する事例 を取 り上 げて この問題を考察 して
いる。
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(の 本論交 を作製するにあた って、基礎 的資料 と して使用 したのはエ ミール ・ゼー リンクの編集
になる"Diθ θ▽aHgeユischenKirchenOrdnungθndesXV工.
Jahrhu鍛dert8"ならびに カール ・ケールバgハ の編集になる"MOnumOnta
αθrmaniaepaeaag.Ogica"を含 む多くの特殊論文 である。
働 本論交は序論 ・.本論 ・.結論か ら構成 されてい るが、つ ぎに本論 の内容について簡単 に言及す
るo
まず第1章 では、 中世末期 ドイ ツ諸都市に冷ける ドイツ語学校 の成立をもたらした経 済的、
政治的、文化的諸要因の解明 をて ごろ み て澄 わ、 これらの要因の分析 ・検討 を通 じて成立期
にお・け る ドイツ語掌校 の基本的性格を明 らかに している。
第2章 は、宗教改革者 とくにル タ「(Lu七her}によってなされた新教的 ラテン語単校 を申
核 とす る学校構想の特質 を論 じるとともに、彼 が ドイツ語学校 の発展に対 して行なった寄与の程
度 を吟床 している。 な冷、教会、世俗当局、学校相互 の関係に関す るルターの見解にっいて も
考察 を一与えているo
`
第5章 か よび第4章 では、各 々ハンザ都市 り亀一ぺgク とブ ラウンシュワイク両市に 冷け る
宗教改 革以降の ドイツ語学校の質的変容 と量 的変化を実証 的に跡 づけている。 と ぐに ブラウン
シ属ワイク市の場合 には、 ラテ ン語学校の下級 段階 で実施 される ドイツ語教授 と固有の ドイツ
語 隼較 に澄いて実 施 される ドイツ語教授 との質的差異 について言及 している。
第5章 か ら第8章 までは4つ の ラン ト、 つま リザ クセン、 メクレンブル 久 ポン メルン冷 よ
ぴ プラ ウンシュワイクの各 々について、領 邦絶対主義政策に基 づ くドイツ語学校 の成立 な らび
に発展過程 を扱 っている。 と くに、一般庶民 の学校 としての ドイツ語学校が領邦国 家箪位 に、
単に都市部 のみならず農村部に も初めて設置され るに至 っ允経緯 を論 じている。 な澄、 この場
合、都 市部 と農村部に冷ける ドイツ語堂校 の成立事情 の柑違力週 体的に指摘 されてい る。
第g章 では、以上 に欺 り上げたプ ロテ スタン ト地域 とは別に、 カ トリ⑫ク陣営 の指導的地位
にあった ドイツ南部 バ イエルン邦に 澄ける ドイツ語 奪較 の成立な らびにそ の特性 について論 じ
てい る。 これに よって、 ドイツ語学校の発展 に対するプ ロテ スタンチスムスの貢献 の程度が、
よウー層明確になっている。
第10章 は南 シュ ワーベ ンの ライヒ諸都市、 すなわち、 カウフボイレン、 ラーペンズブル 久
ロイ トキルへ、 メン ミンゲン、 リンダウ細 よぴ ケンプテンの各市に冷け るドイツ語学校 の成立
とその発展 を論 じてい るo
備 総 じて、 ドイツ語 学校 の発展過程 は次に示す3つ の時期、すな:りち篇1期 ・中世末期(麓
14・15世 紀以降、宗教改革前まで}、 篤2期 ・第16世 紀前期(宗 教改革以降、1555
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年まで】、第5期 ・籠16世 紀後期({555硫 以降、 窪600年前後まで⊃に区別することが
できる。中でもとぐに重要友のは、アウグスブルクの宗教和議 臼555班 ⊃にかける信仰属地
主義の法的確立以降に相当する籠5期 である。
この時期に本論文で取 り上げた全ての地域に澄いて、 ドイツ語学校は領邦国家体制の維持 。強
化のための不可欠の機関となった。 これ とともに世俗当局による監督 ・財政的補助 も強化された
のであ の、従来、 もっぱ ら都市部に限定されていたドイツ語堂校が、領邦国家権力を背景に農杜
地域にも数多ぐ設置されるようになった。
紛 実に、中世以降に冷けるドイツ語学校の発展を規定した要因は、一方では一般庶民の実生活
に根ざした世俗的鴇実用的性格をもつ「下から」の教育要求であり、他方では宗教改革以降顕
薯 となった宗派的昌政治的性格を有する「上か ら」の教育意図であって、これ らのからみ合い
の 申からその発展方向が規定された。 この宗派的識政治的要因瓜 第16世紀 の後半に至って
一層強化されたのであって、この事実は、たとえば ドイツ語学校の教授内容の中で宗教教授の
地位がほとんど絶対的なものにまで高められていることの中に端的に示されている。かかる宗
教教授の重視の方針は庶民教育の基本形式を確定したものであって、第18・19世 紀プロイ
センに冷ける庶民教育 もまた、原則的にζ:の形式を踏襲 していることがみとめられる。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
1.筆者 は本研究を通 じて
ω 中世か ら近代へ の変革期に成立 した ドイ ツ語学校の発展過程が
第1期 中世末期(第14・ 輩5世 紀以降宗教改革溢で ⊃
第2期 第16世 紀後半期(宗 教改革以降1555年 まで 】
第3期 第 で6世 紀後 半期(1555年 以降1600年 前後まで}
の3つ の時期に区分できること。
(2)母国語学校 と しての ドイツ語掌校 の意義については、 この時期に 冷いては、 ドイツ語 の有
する実用性のみ に価値が認め られて冷 久 母国語それ 自体の もつ教 育的意義 や価値の追及は
未 だ行なわれていない こ と。
(3)第18・19世 紀 ドイツに澄ける近代 国家確立以降に認め られ る庶民教育の基本形式が、
かな りの程度すでに この時期 の ドイ ツ語単校 の申に具体的に呈示 されてい ること。
などを指摘 してい る。
ドイツ教育佑鍍:史研究 に冷いて、中世末期か ら啓蒙期 委では 多 ぐの余 白を残 している時期 で
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あ り、 とぐに ドイッ語学校 に関す る研甕は、.わが国た冷いては漸 ぐ開始の徴候が認め られ るにす
ぎず、 ドイツの堂会にかいて もい くつかの地域的事例研究が公表されているにす ぎな いも かか る
現状に澄いて各地域にかけ る ドイツ語 学校 の発展 を詳細に比較検討 して上述の結論を導 き出 した
ことは学会 に新 しい知見 を加 えるものである。
2,研究 の基礎 資料 としてエミール ・ゼー リング ぐE皿iユeSehling】の編集 に左る"Diθ
ev包ngelischθnK:irchenordnungθnde6X▽工◎Jahrhunderts〃、な.ら
びにカール ・ケールバ リ'・(Kar■Kehrb鼠ch}の 編集 にな る"Monu狙θnta
GermaniaθPaedagOgica"その他多数 の学術論文:を使用 しているが、 ζれら資料の
検討 に当って発揮されだ中世 ドイツ語 の読解 力は高 ぐ評価される。
乙 本研究は、 ドイツ語単校 の発展 を、 「下か ら」の教育要求 よ砂発 した世俗的 ・実用的学校 が
「上か ら」の教育意図 に よって宗派的 ・国 家的教育機 関へ と質的に変容 し量的に拡大す為過程
と してとらえるところに視点 を置いている。 しか しなが ら、 ζの分野 の研究.にかいては、各地
域の教会体制 の中で ドイッ語学校が どの ような位置 を一与えられ、 どのよ うな意義を もっていた
ズ ヒ
かを宗教社会学的観点から検討することも見落 しては左らない重要な祝点である。本研究は後
者からの論及に欠けるものがあ り、 この面の研究は今後に期待 される。
な冷、今後の研究のためには、 ラテン語の学力をつけること、宗教社会学的観点その他を基
準として研究対象地域をいぐつかに限定 して概究を掘 り下げることが示唆される。
以上を総合 してみるに、多少の研究上の欠陥は指摘できるが、未開拓の分野に探求の歩を進め、
その成果として学会に新知見を力販、ている。よって、教育牽博士の学位を授与するのに滴当 と認
めるo
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